
平成２４年 第１回 
石狩市下水道事業運営委員会 

平成２４年７月１１日 
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【公共下水道事業・使用料改定編】 

資料№５ 



１ 収益的収支と資本的収支の概念 

公営企業予算 

収益的収支  資本的収支  

（運営関係予算） （建設及び起債償還金関係予算） 

収益的収入 収益的支出 

下水道使用料 

雨水処理 
負担金等 

一般会計繰入金 

その他の収入 

管渠・ポンプ場
処理場等の 
維持管理費 

企業債借入金 
利息 

減価償却費 

資本的収入 資本的支出 

純利益 

企業債元金 
償還金 

建設改良費 

企業債 

国庫補助金 

受益者負担金等 

一般会計出資金 

（補塡財源） 
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内
部
留
保
資
金 

修 繕 

引当金 

減債積立金 
利益積立金 等 
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収益的収支  資本的収支  

今月の 
 

給 料 

食費・ 
光熱費 
  等 

ローン
利 子 

ローン
元 金 

太陽光 
発電等 
システ
ムの設
置費用 

不足分 

国・市 
からの 
補助金 

積 立 

銀 行
からの 
借 入 

定 期 
積 立 

家の修繕
に備えた
貯金 

今月の余り 

へそくり 

収益 費用 費用 収入 

家計簿 貯金 

２ 家計に例えてみると・・・ 
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Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ 

当 年 度 純 利 益 
（ 当 年 度 純 損 失 ） 

△２，１９０ △１６，０５９ ３１，６６５ ４７，４９０ １１，７００ 

（参考・前回改定時推計） （△33,345） （△22,988） （△13,784） （△5,898） （△10,166） 

当 年 度 末 累 計 額 △２，１９０ △１８，２４９ １３，４１６ ６０，９０６ ７２，６０６ 

（参考・前回改定時推計） （△33,345） （△56,333） （△70,117） （△76,015） （△86,181） 

（単位：千円） 

※前回改定時推計額との差額の要因 
使用料改定【H21.10.1】 

（平均３．９％） 
ー ９，４０７ ２１，９５４ ２１，９０１ ２１，７２４ 

札幌市維持管理費負担金 ２４，９６８ １６，８３７ ５５，１５３ ６０，０６８ ４５，２００ 

そ の 他 ６，１８７ △１９，３１５ △３１，６５８ △２８，５８１ △４５，０５８ 

計 ３１，１５５ ６，９２９ ４５，４４９ ５３，３８８ ２１，８６６ 

利益の処分 

 ・使用料に転嫁（値下げ） 

 ・将来の負担に備え積立 

３ 利益の状況 
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5,561  

△6,823  
△7,823  

△14,967  

△20,000  

△15,000  

△10,000  

△5,000  

0  

5,000  

10,000  

H25 H26 H27 H28 

収益的収支 

純利益（純損失）の見込み 

資本的収支 

（単位：千円） 

18,737 

31,043 27,880 

43,156 

420,000 

440,000 

460,000 

480,000 

500,000 

520,000 

540,000 

560,000 

H25 H26 H27 H28 

減価償却費 その他 不足額 

収支不足額の見込み 
（単位：千円） 

４年で 
約２，４００万円

の赤字 

４年で 
約１億２，０００万円

の不足 

将来の負担に備え積立 

４ 利益処分の市の方針 
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Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ 

当 年 度 純 利 益 
（ 当 年 度 純 損 失 ） 

△２，１９０ △１６，０５９ ３１，６６５ ４７，４９０ １１，７００ 

当年度未処分利益剰余金 
（当年度未処理欠損金） 

△２，１９０ △１８，２４９ １３，４１６ ６０，９０６ ４２，６０６ 

利 益 剰 余 金 処 分 額 
（ 減 債 積 立 金 ） 

ー ー ０ ３０，０００ ２１，０００ 

１ 減債積立金・・・・企業債の償還に充てる目的 

２ 利益積立金・・・・欠損金をうめる目的 

３ 建設改良積立金・・建設改良工事に充てる目的 

４ 未処分・・・・・・翌年度以降に処分する、または、欠損金に充てる目的 

利
益
の
処
分 

（単位：千円） 

○利益処分のポイント 
   
 ・利益積立金は、収益的収支における欠損金にしか補填できない。 
 ・未処分利益剰余金は、減債積立金及び建設改良積立金に積み立てない限り、資本的 
  収支不足額に補填することはできない。 

※今後、企業債償還金が増加することから、資本的収支不足額用 
 に、利益剰余金の１／２を減債積立金に積み立てる。 
 また、残りの１／２は、欠損金が生じた際の補填財源とする。 

５ 利益の処分 
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６ 下水道管理運営費の負担区分 

下水道管理運営費（維持管理費・資本費） 

汚 水 処 理 費 雨 水 処 理 費 

公費負担経費 

・雨水処理負担金 

・水質規制事務 
・水洗便所改造事務 
・不明水処理事務 
       など 

一
般
会
計
負
担 

下水道使用料 
対象経費 

私費 公費 
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７ 下水道管理運営費の枠組み（Ｈ２５～Ｈ２８） 

汚 

水 

処 

理 

費 

使用料対象経費 

2,207百万円 

1,293 
百万円 

維 持 
管理費 

資本費 
914 
百万円 

2,297 
百万円 90 

百万円 

維持管理費 

維持管理費 

資本費 

35百万円 

1,947百万円 
1,982 
百万円 

一般会計繰入金 

一般会計繰入金（汚水分） 

下水道使用料 

90百万円 

1,982百万円 

2,207百万円 

支 出 収 入 

 うち雨水処理分   1,979百万円 

 うちその他公費負担分  3百万円  

雨 水

処 理

費 等 

使用料控除経費 

90百万円 
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８ 使用料の改定 

     年度 
区分 

H25 H26 H27 H28 着色部計 

使用料収入 555,191 553,470 551,754 549,050 2,209,465 

使用料対象経費 543,656 553,957 552,862 556,907 (2,207,382)  

過不足額 11,535 △487 △1,108 △7,857 2,083 

・平均改定率 ＝（H25～H28の過不足額）／（H25～H28の使用料収入） 

       ＝2,083千円 / 2,209,465千円 = 0.09％（値下げ可能） 

（税抜き、単位：千円） 

値下げ可能額が低いため、使用料は据え置き 

使用水量20㎥ 
の場合：約２円 


